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現在の常磐橋は 1877 (明治 10) 年に, 常磐橋門
の枡形の石を用いて架け替えたものである｡
3. 勝鬨橋
勝鬨橋 (中央区) は, 1905 (明治 38) 年, 日
露戦争の旅順陥落を祝って作られた ｢かちどきの
渡し｣ に由来し, 1933 (昭和 8 ) 年着工, 1940
(昭和 15) 年に完成している｡ 1940年は神武天皇
即位後 2600年とされ, ｢紀元 2600年記念日本万
国博覧会｣ と, 第 12回東京オリンピックの開催
が予定された｡ 月島 (中央区) がオリンピック主











結果的には, 日中戦争激化, 軍部の反対, 国際
















駅 (港区) は, 文字通り東海道に架かる新橋のそ
ばに作られ, 1927 (昭和 2) 年に至っても, 新橋


















京浜国道には六郷橋 (大田区, 川崎市) が架けら











区, 荒川区) を渡るとき, 江戸府内と府外の境界
を感じたとも言われるが (大石 2003), 隅田川で
もっとも古く, 1594 (文禄 3) 年に架橋された日
光街道千住大橋 (荒川区, 足立区) は, 江戸に入
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る関門と意識されてきた｡ 松尾芭蕉が 1689 (元
禄 2) 年, ここから ｢奥の細道｣ へと旅立ったこ
とは良く知られている｡ その後も陸路の帝都の北
門とされ, 現在上り線に使われている 1927 (昭
和 2) 年架橋の橋も, 門を意識した桁が頭上に通







て, 1659 (万治 2) 年, 隅田川下流に両国橋 (中
央区, 墨田区) が架けられた｡ 初めは単に大橋と
















原神社の ｢南の天王祭｣ は, 合わせて品川天王祭
と呼ばれ, 『東都歳時記』 (斉藤 1928) にも, ｢両
社の神輿中の橋にて行きあい, 御旅所南北へ分か



































央区) に築地居留地が完成した｡ 1899 (明治 32)
年の条約改正に伴い廃止されるまで, 公使館, 教









新湊 5丁目, 9丁目からの橋, そして本湊町から











珍しく, 1873 (明治 6) 年架橋の万世橋 (千代田









第 2章 超自然, 異界との境界としての橋
Ⅰ. 他界との境界としての橋
1. 両国橋
1657 (明暦 3) 年の大火以後, 両国橋詰の回向










































られた｡ すなわち黙阿弥の 『三人吉三』 (河竹





い, 寂しい, 淀みなく流るる水を見ると, 吸い込
まれるような気持ちになるのは無理もないであろ


























川, 隅田川の水辺, とりわけ橋である(小松 1988)｡
本所七不思議にはよく知られた ｢おいてけ堀｣ の
他に, 本所藤代町 (墨田区) から両国橋広小路に
渡る駒留橋 (墨田区) の下を流れる隅田川入堀で
は葦の葉が一方だけしか生えないという ｢片葉の












になったのは, 1913 (大正 2) 年の浄橋祭以後で
ある (田中 1999)｡
3. 九頭龍橋















(巻十, 中宮御産事) にも, ｢一条堀河戻橋にて橋
より東の爪に車を立てさせ給ひて, 橋占をぞ問ひ




神田川の面影橋 (新宿区, 豊島区), 先述の姿











は, ｢満よい子 (迷子) の志るべ｣ という石柱が
残されている｡ これは迷子になった子どもを探す
ために 1857 (安政 4) 年に立てられたもので, 柱
の右側面は ｢志らする方｣, 左側面は ｢たづぬる
方｣ とされ, 情報提供を求めたのである｡
｢迷子しるべ石｣ は 1842 (天保 13) 年の湯島天
神 (文京区) 開帳の混雑に際して, ｢奇縁求人石｣
として企画されたのが始まりで, 一石橋, 浅草寺
にも建てられた｡ 明治初年には一石橋, 赤羽橋
(港区), 湯島天神前, 浅草仲見世前 (台東区) に,







三島由紀夫の 『橋尽くし』 (三島 1996) は, 花
街の 4人の女性達が陰暦 8月 15日の夜に, 築地
(中央区) の 7つの橋を渡りきるまで口をきかな













































屋, 内側には見世物, 浄瑠璃, 芝居, 講釈などの
小屋が並ぶ迷路のような空間となった｡
とりわけいかがわしかったのが川向こうの東側


















大火後の 1698 (元禄 11) 年に架けられたのが柳
橋である｡ 大川に面して料亭福井楼, 生稲, 大常








































































区), ナンジャタウン, 東京ドームシティ (文京





ない危険, 不安, 恐怖などに遭遇し, 橋を渡って
現世に帰り, リフレッシュして日常生活に復帰す
る, という仕組みなのである｡













ティは, 身体的非連続性, すなわち, 自己と他者
の身体が別々であり, 境界が明確であることによっ






ただし他方で, 個人も, 家族も, 地域社会も,
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